
今回の支援ができたのは、過去に担当していた
先輩の皆様による信頼関係の構築があったこと
が前提だと思います。事業者との繋がりを後に
残していくことの大事さを感じました。
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氏　名 山田恵也

支援テーマ
創業

経営革新・事業再構築

地域資源活用・新連携

（様式１）

支援前の課題

支援内容

支援の経過 支援内容の感想

その他
（有）幸福堂の皆様と宮野河内の海

今回の取組に関わる補助金として、あまり聞きなじみがないと思いますが、マーケットイン型養
殖業等実証事業というものがあります。1段階目として養殖事業者が養殖業改善計画書を策
定し、それに対して外部機関からの評価を受けるための「外部評価費支援」に申し込む必要が
あります。「外部評価費支援」を経て、外部機関からの評価をもとに計画をブラッシュアップし、
2段階目の「資材・機材の導入費支援」で改善の事業に取り組むことができます。

私自身ほとんど知識のない分野ですので、まずは事業者様と一緒にマーケットイン型養殖業と
はどういったものかを勉強することから始めました。一緒に勉強していく中で事業者様から、改
善のアイデアが出てくるので、それを養殖業改善計画書に落とし込めるようアドバイスすること
を心掛けました。

令和7年5月の一次公募で「外部評価費支援」にて支援事業者として採択され、既に専門機関
からの事業性評価を終えられています。9月の「資材・機材の導入費支援」にも申し込んでお
り、継続して支援を行っています。

また、くまもとグッドプロダクト賞への挑戦や、フードスタイル九州への初出展など、事業拡大に
向けて積極的に取り組まれているので、商工会として応援していきたいです。

有限会社幸福堂様は天草市河浦町宮野河内でクルマエビの陸上養殖を営んでいる事業者様
です。クルマエビは主に豊洲市場に出荷しており、高い評価を受けています。従来より商工会
の支援のもと、車海老せんべいなどの商品開発にも取り組んできました。
養殖業は季節性もあるため、どうしてもプロダクトアウト型のビジネスモデルになってしまい、消
費者からの需要に応えられていない部分があるという課題があります。
そこで、水産庁が推奨している需要に応じた適正な養殖業（マーケットイン型養殖業）に向けた
取り組みをしたいと相談がありました。

※複数のテーマ選択可
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海外展開・海外販路開拓

事業再生・再チャレンジ

題　名 マーケットイン型養殖業に向けた取組

画像

複数枚ある場合は、２ページ目以降に
貼付けをお願いします

DX・IT化支援

資金繰り

持続化補助金

事業継続計画（BCP）

期　間 支援内容
令和6年10月

令和7年5月
令和7年7月

マーケットイン型補助金当初相談
マーケットイン型補助金外部評価費支援　申請

マーケットイン型補助金外部評価費支援　採択

マーケットイン型補助金資材・機材の導入費支援　申請令和7年9月


